
Title ドイツ語の存在文をめぐって

Author(s) 最上, 英明; MOGAMI, Hideaki

Citation 独語独文学科研究年報, 13, 71-86

Issue Date 1987-03

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/25744

Type departmental bulletin paper

File Information 13_P71-86.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



ドイツ語の存在文をめぐって

最上英明

O. はじめに

ドイツ語の存在文に関しては、英語における there構文のような存在表現のための明確な統語標識が

見当たらないためか、文法の分野ではこれまでほとんど正面から扱われることもなく1)また研究の数

もあまり多くないように思われる。そこで本論ではドイツ語における存在文研究の出発点として、ま

ず「どのような文を存在文と考えるか」について検討し、さらにこれまでの研究において取り上げら

れてきた論点の中から「場所格前置(以下Loc前置)/)と呼ばれる語順に関する議論、及び Ie s挿

入lに関する議論の二つの代表的な問題を中心に整理・概観することにより、今後の考察への足掛か
りにしたいと考えている。

1. 存在文の種類について

始めに「存在文」として本論で扱う対象の範聞を多少明確にしておく。そもそも存在文というと、直

観的には「ある事物/事態が (S)ある場所に (Loc)ある/ない (V)Jという表現形態をとって「あ

る事柄の有無を述べる文」であると考えられる。とすると存在文はこれら三つの成分、即ちS.Loc. 

Vそれぞれの観点からの分類が可能である。まずSに関してみれば、それが定名詞句 (1日情報)であ

るのか不定名詞句(新情報)であるのかに基づく区分ができる。

(1) a. Die Vase steht auf dem Tisch. 

b. Eine Vase steht auf dem Tisch. 

実際この(1 a)と(1 b)とは別の文であると考えるのが、存在文研究では一般的である。また(1 b) 

4) 

のように不定のものを述べる文のみを存在文とみなす見解もある。いずれにせよ、情報構造からみて

(1 a)は主語の定名詞句を主題とする陳述がなされている典型的なテーマ・レーマ構造をもっ文で

あるといえる。一方(1b)では不定名詞旬、即ち新情報の主語が文頭に立っており、通常のイントネ

ーションでは幾分不自然であると言われることが多い。どうしても主語の部分に強勢が置かれがちに

なり、 (1 c)のようなLocの前置した文の方が普通であるとされたり、 (1 d)のようにesの挿入され

た文が用いられたりすることになる。なお、この点については次節以下で詳しく検討する。
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(1) c. Auf dem Tisch steht eine Vase. 

d. Es steht eine Vase auf dem Tisch. 

それから周知のように、英語の there構文ではごく特殊な場合を除き定名詞句を取れないことからも

分かるように、定性/不定性の違いは存在文においては決定的な要因といえる。またこれは存在文の

機能的な側面とも関連する問題であるが、このことは後に触れる。

次にLocについては、それが純粋に場所(空間)の表現ばかりでなく時間表現の場合もあるだろう

し、 daのように両者を兼ね備えた又は暖昧な副詞だけの場合もあろう。 またSやVと異なり Locは

文形成の上で必須の成分ではないので、表現されない場合 (Esgibt einen Gott.など)も考えら

れるがj〕次節でみるように、 Locは存在文では極めて重要な要素である。

さて今度は残るV、即ち動詞の面から存在文を考えてみる。まずドイツ語で存在文といった場合、

おそらく誰もが文句なく認めるのは次のような文であろう。

(2) a. Ich denke. also bin ich. 

b. Es war einmal eine Konigin. die hatte ... 

(3) a. 1st jemand da? 

b. Es ist kein Brot mehr da. 

c. Hier sind re iche Bo denschatze vorhanden. 

いずれもWahrig Deutsches Worterbuchから、 seln動詞による存在表現を集めたものであるが、

sem動詞に存在の意味のあることは古くから論じられている問題であり、改めて述べるまでもなか

ろう。但し、一般には存在を表現する場合は(3)のように daや vorhandenなどの語とともに用いられ

るのが普通であると思われる。

ところで、英語の there構文でbe動詞が頻繁に用いられている事実と比べると、 ドイツ語で存在表

現のために sein動詞が使われるケースがあまり多くないことには注目しておく必要がある。例えば

Erdmann (1978)では次のような英語とドイツ語との比較により、そのことが示されている。

(4) a. There are millionaires. 

b. Es gi bt Milli onare. 

(5) a. There was no hope. 

b. Es gab keine Hoffnung 

c. Es bestand keine Hoffnung. 
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(6) a. There will be no party tonight. 

b. Es wird heute abend keine Party stattfinden 

いずれも(a)の英語の文に対してそのままドイツ語の sein動調を用いることは稀であろう。通常はes

gibtというドイツ語ではもっとも一般的な存在表現のための非人称動詞が用いられる訳である。ま

たは)のような具体的な事物と異なり (5)のような抽象的な対象の場合は bestehenのような動詞が用い

られることもあるし、 (6)のような出来事の場合は stattfindenなどのような事態の生起を表わす動

詞の用いられることもある。

さらにLocを含む存在文では、英語でbe動詞が普通に使われるのに対し、 ドイツ語では seln動

詞の代わりに語象的に類似する他の状態動詞を用いる方が一般的だと考えられる例がかなり多く見ら

れる。 Erdmann(1978)によればいずれも以下の(a)タイプの英語の文に対してはドイツ語では(b)よ

りも(c)の表現の方が好まれるという。

(7) a. There are some books on the table. 

b. Auf dem Tisch sind ein paar BUcher. 

c. Auf dem Tisch liegen ein paar Bucher. 

(8) a. There's a man by the door. 

b. Vor der Tur ist ein Mann. 

c. Vor der TUr steht ein Mann. 

(9) a. There i s a pi cture on the wall. 

b. An der Wand ist ein Bild. 

c. An der Wand hangt ein Bild. 

(c)タイプの表現が一番自然なのは、後に詳しく触れるように、 ドイツ語では虚辞の esが英語の there

に対応する形で用いられることが稀であること、それから既に述べたように主語の不定名詞句をその

まま文頭に据えるのも落ち着きが悪いこと、その他に seIII動詞だけでは there+ be動詞による英語

の存在表現を担うのに手薄であることなどが考えられよう。いずれにせよドイツ語では、所在を示す
6) 

状態動詞を用いて存在を表現すると考えられる文が実際にも数多く観察される。但しそうなると、一

般の状態表現と存在表現との聞の区別があまり明確ではなくなり、何を規準に存在文を規定するかと

いう問題も出てこよう。冒頭にも述べたようなドイツ語における存在文研究の貧困さもこうした所に

起因するものと思われる。いずれにせよ、 ドイツ語には英語の thereのような存在文を特徴づける明

白な統語上の標識が存在しない以上、存在文かどうかの区別は意味上から判断するしかないので、現
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状では議論に多少暖味さが残るのはやむを得まい。

以上のことから大まかな傾向として、 sein動詞や存在表現のための代表的な非人称動詞である es

gibt (但しこの場合は対象が4格目的語になる)の他に、状態を表わす動詞 (liegen. stehenなど

が代表例)、 事態の生起を表現する動詞 (bestehen. stattfindenなどが代表例)などを用いて「不

定の事柄の有無について述べる文」を存在文と考えることができよう7;なお本論では特に取り上げな
かったが、尾関(1985:102)にもまとめて記載されているように、存在を表わす動詞として sich

befinden. existierenなどがこの他にあることは言うまでもない。またhabenによる存在表現も

存在文研究においては議論の対象となるが、 Locが主語化している点で特殊なケースと考えられる

ので、次節のLoc前置の問題を検討する際に触れる。

2. 語順(いわゆる Loc前置〉について

この節では、次のような SとLocの語順について検討する。

(10) a. Eine Vase steht auf dem Tisch. ニ(1b)) 

b. Auf dem Tisch steht eine Vase. ニ(1c)) 

(11) a. r本が机の上にある。」

b. r机の上に本がある。」

6 
「存在文の問題J(三上 ("1973)に所収)などにおける三上章の議論は、 ( 11 a)のような文よりも

(11 b)のような文の方が自然ではないかというもので、 「位格(locative)が主格に先立つのが自

然、語順だと思われる」と述べられている。そして「ニ~ガ」の語順の方が「ガ~ニJの3.5倍もある

という国立国語研究所の統計などを引用してこの説を裏付けた。これを受けて久野(1973)は日本語

と英語の存在文の語11買についてかなり詳細な検討を加え、日本語の存在文の基本語順については

iLoc十 S+VJ、英語の場合は rLoc十V+SJだとする理論的根拠を挙げた。そこからさらに彼

は一連の議論で、英語の there構文の文頭の thereは元来基底にあったLocのコピーであるという説

を唱えたが、これについては thereの二種類の用法を混同するものだとしてかなり旗色が悪しといず

れにせよ日本語については柴谷(1978)のように「存在文は一般的に場所を表わす名詞句を文頭に置

くのを基本的語順としている」という見方が有力である。

他方ドイツ語についてはこれらとは別にKirkwood(1969a)が以下のような英語との比較を通して、

ドイツ語の存在文では rLoc十V十 S(不定名詞句)Jが無標の言い方だと述べている。

(12) a. There's a ve ry good film on at the Royal. 
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b. 1 m Royal lauft e in sehr guter Fil m. 

(13) a. There are several (some) books on the table. 

b. Auf dem Tisch liegen mehrere (einige) Bucher. 

(14) a. There's a car by the door. 

b. Vor der Tur steht ein Auto. 

(15i a. There was not a word of sympathy or understanding for Britain's predicament 

in the final communique. 

b. 1m Schlusskommuniquらwarkein Wort von Sympathie oder Verstandnis fur 

Grossbri tanniens Notlage zu lesen. 

(12) ~ (1 5) は前節での(7)~(9) と同様の文だが、 (a)の英語に対して (b)の言い方が一番自然なのは、

先にも触れたように、不定名詞句が文頭にくるのはそれが特に強調される場合に限られるし、またes

が文頭に立つ文がそれほど一般的に用いられる訳ではないことによる。勿論ここから直ちに結論めい

たことを言うことはできないが、 (b)タイプのような表現がドイツ語ではもっとも普通であると考えら

れそうなことは、直観的にも納得させられうるように感じられる。

例えばGerling/Orthen(1979)では存在動詞についてのリストが載せられているが、その中で主

語が不特定のものを指す場合の例文は特に断りなしにLocが前置し主語が倒置している。

(16) a. 1 n der U -Bahn stehen Leute. 

b. An der Scheibe hangt ein Wassertropfen. 

これなども不定のものの存在を表わす文ではLocが文頭に立つのが基本語順であるという考えに合

致する事実であろう。

以下この節では、こうした議論と関連すると思われる事例をいくつか指摘しておくことにするo

まずLyonsの研究以来、様々な言語で存在文と所有文との比較が問題とされるようになってきたが、

ドイツ語ではKirkwood(1969 b)がこれを取り上げ、次のような例を挙げている。

(17) a. Die Stadt hat nur 10000 Ei ~wohner. 

b. In der Stadt leben nur 10000 Einwohner. 

(18) a. Der Stuhl hat ein Schild. 

b. An dem Stuhl hangt ein Schild. 
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またこれと並んで、一部の英語の there構文はドイツ語ではhabenを用いて述べる方が普通だとする

Erdmann (1978)の観察もある。

(19) a. There are three windows in this room. 

b. Dieses Zimmer hat drei Fesnster. 

(20) a. There is a big hole in your stocking. 

b. Dein Strumpf hat ein groβes Loch. 

(21) a. There are only two hundred boys in the school thi s year. 

b. 1n diesem Jahr hat die Schule nur 200 Jungen. 

このようにドイツ語では存在表現にhabenが好んで用いられるという事実は、 ドイツ語の habenを用

いた文の数多くが日本語では r~には~があるJ と翻訳されているという中沢(1985)での指摘とも

関連するものといえる。このような存在文と所有文との関連について繰り返し筆を割いている Lyons

(1968、1977)を待つまでもなく、所有文の主語がLocから派生しLoc前置を文法形式の上でも具

現したものであることは明白である。このことは同時にまた存在表現における我々の意識の上での

Locの重要性、即ち基底において既にLocが先頭に立つことが多いのではないかという印象を裏付

ける例証の一つであろう。

それから舞台作品のト書きなどを見ると多くの場合次のような表現が見受けられる。

(22) Nacht. Aus der Tiefe des Hintergrundes leuchtet der Feuerschein. (Wagner 

明Gotterdammerung11 ) 

(Z3) Links unf rechts je zwei Turen. 1n der Mitte ein runder Tisch. 1m Hinter-

9) 
grund sieht man Zurichtungen zu einemHaustheater. 

auf Naxos 11 ) 

(Hofmannsthal ¥¥ Ar iadne 

これらの例のように舞台設定をする際には、場所から規定していく場合の方がその逆の場合よりも多

いのではなかろうかという印象を今回調べた限りでは得られた。またこれと似た例だが、次のような

物語の冒頭のような場面では Locが深層で既に文頭に立っていると考える方が、同一指示の解釈の

上からも自然であるように思われる。

(加 a. 1m armseligen Haus des E主rber~ balgen sich s己旦三 schmarotzendenBruder. 

b. ?In sei旦旦 armseligenHaus balgen sich die schmarotzenden Bruder des F主rbers.
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( (24 b)は sein〆Farberの解釈の時は完全に文法的な文である。)

もっとも舞台や物語で場面設定をする際にはLocから規定するのが普通であり、ここから直ちにLoc

前置を結論づける訳にはいかないにせよ、何らかの関連は認めてもよかろう。

また Bolinger(1977)では (25)のような文に端的に見られるような「呼びかけ+場所+視覚対象J

という順序を自然な語順であるとみなしている。ここにもある対象の存在を表現する際のLocの語順

の上での優位性が認められるように思う。

(却 Look! On your leg! A tarantula ! 

Loc前置を基本語順とする考え方は直観的にみても、またいくつかの言語事実からみてもある程度説

得力と魅力のある説といえる。但し根本的には我々がある対象を知覚する場合、事物と場所のどちら

を先に認識し表現するのかという困難な問題として帰結してくるものであろう。また最終的には単一

の文だけで判断できる問題ではなく、前後の文脈や場面を考慮する必要性のあることも当然である。

しかし多くの研究で繰り返し主張されている事実からみても、そうした傾向をある程度認めるのは人

間の言語を考察する上で有用なことであると思われるο

3. es挿入について

この節では始めにも示した次のような二つの文の比較を取り上げる。

(33) a. Eine Vase steht auf dem Tisch. (= (1 b)) 

b. Es steht eine Vase auf dem Tisch. ニ(1d)) 

2節では (26a)のような不定名詞句が文頭に立つ文よりは、 Locの方が文頭に立つ文の方が自然、で

あるという説をいろいろ検討してきたが、この節ではLocの代わりに虚辞の esと呼ばれる成分が文

頭に立つ場合を考察する訳である。そもそもこの es挿入という名称は英語での there挿入からの類

推で用いられているものと思われるので、まずこれらの比較をしてみる。 esを文頭に立てる文が(27

a. b)のように、英語の there構文と構造的に類似点をある程度持つことはPutze1986)でも指摘

されている。

(加 a. There is a book on the table. 

b. Es liegt ein Buch auf dem Tisch. 
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c. On the table there is a book. 

d.Auf derTI TIBEh lIegt(*es )e In Buch-

しかし (27d)のようにLocなどの別の成分が文頭に来ると、 ドイツ語では周知のようにこの esが文

中に生起することはもはや許されなくなる。 ドイツ語の esには英語の thereとは異なりこうした統

語上の制約があるが、逆に意味上では英語と異なりどのような動詞とでも生起しうることは、しばし

10) 
ば指摘されている通りである。従って (28b)や (29b)の文を存在を表わす文とみなしてよいかどう

かという問題も生じてこよ宍)このように述語制限の点ではほとんど制約を受けないとはいえ、 (30)

や (31)のように英語と同様ある程度の定性制限は受けると考えるのが一般的だといえるで)但し es

が文頭に立つ頻度は英語の thereと比べて少なく、用いられうる環境が極めて限られていることにも

留意する必要があろう。

(28 a. *There shouts someone. 

b. Es ruft jemand. 

(お)a.*There de mon str ate a group of students . 

b. Es demonstriert eine Gruppe von Studenten. 

(ll) a. Es waren viele Menschen um seine Rettung bemuht. 

b. ?Es waren meine Eltern um meine Erziehung bemuht. 

(31) a. Es hat jeder Mensch seine Schwachen. 

b. *Es hat Hans seine Schw邑chen.

従って esをthereと比較することは、統語的にも意味的にも必ずしも有意義ではないと言われてもや

むを得まい13)しかし不定名調句を文頭に立てないという情報構造からみた機能的な側面に関しては、

ある程度の共通性を認めてもよかろう。そこでこの節では、主にこの観点から考察していくことにす

る。

その前にこの es挿入に関する統語的な説明として Breckenridge(1975)とTomaselli (1986) 

の二つを検討しておしまず Breckenridgeのものは es挿入を i)新情報の主語を右方に移動する、

iD主節動詞の前に他の成分がない場合に esを挿入するという二つの規則に分けて定式化した簡単な

ものだが、直観的には領ける提案である。これに対して Tomasel!iの説明は完全に統語論的なもの

で、 Lenerz(1981)などに代表される近年の生成文法の考え方に基づく (32a，b)のようなドイツ語

における二つの基本的な規則を想定する立場に立ち、 (32 c)のフィルターを設定する。 R1で定動

詞がCOMP1に移動した場合、このフィ Jレターにより通常の平叙文では COMP2がCeJのままでは
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非文となる。従って必ずR2を適用してCOMP2に定動詞以外の成分を移動させるか、或いはR2 

を適用しない場合はその代わりに虚辞の esを挿入するかして、 COMP2の位置に何らかの成分を充

たさねばならないという訳であるついわばドイツ語のいわゆるV2制約と呼ばれる現象を、統語規制

により規定したものとみていいだろう Cu;¥IP2にesを挿入する方が選ばれた場合、 (33b)のような

構造になるこ14)

(沼:1 a. R 1 定動詞をCOMPlに移動する。

b. R 2 定動詞以外の成分をどれかCOMP2に移動する。

c. R 1 が適用された場合、 COMP2が CeJで [-WHJなら不適格である。

(33 a. D構造

/¥¥ 
〔川J /戸¥

M l/入¥

/戸¥|

(;)il a. 

ん一
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R

 P
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↑
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LとゴRl------'

R2一一一一一」

v
 竺l

 

m

R

 

…」
ーQ

U
 
E
 

*
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b. S構造

/¥¥一

C-¥;'HJ ~\ 

~IS /¥¥  

(くlkJ

しかしこのような統語的な説明だけではTomase山自身も (34)のようなes挿入が許容されない例を

挙げて言っているように、いかなる条件の下でこのm 挿入が選択されうるのかは明らかではない。

また esの挿入された文と挿入されない文との聞のニュアンスの違いも不明であり、これらの文を別

の文と考える立場からは全面的に受け入れられるものではない。従ってどのような意味でm が挿入さ
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れているのかについてはさらに別の角度からの考察が必要である。

そこで次に幾分機能的な観点からの説明を検討してみる。これはHelbig/Buscha(91986)を始め、

Kemme (1979)など多くの文献でみられるが、主語が重要な情報の場合に esを文頭に立てることに

よって主語を倒置させ動詞の後に移すというものである。特に主語が不定冠詞や数量詞を伴う不定な

ものの場合にはよく用いられるとしてHelbig/Buschaでは次のような例が示されている。

(35) a. Der Unfall hat sich am Abend ereignet. 

b. Es hat sich gestern ein schwerer Unfall ereignet. 

(お a. Das Einfamilienhaus ist in den letzten Jahren gebaut worden. 

b. Es sind in den letzten Jahren viele Einfamilienhauser gebaut worden・

このような説明はこれまでの所もっとも品般的に承認されているといえ、 esが挿入される根拠につ

いてはある程度納得できる。しかし主語を単に倒置させるだけならば主語以外の別の成分(特に場所

や時間の副詞句など)を文頭に移動させることによっても可能であり、何故わざわざ esが用いられ

ているのかについては依然として明白ではない。

既に言及したように、 ドイツ語の esには英語の thereとは統語的にも意味的にも相違点があるが、

情報構造の点、即ち主語を倒置させるという機能的な側面では類似性があると思われる。本論ではあ

えて esが挿入されているところに何らかの意義を認める立場から、ここでこの英語の thereの機能

的な特徴についての端的な主張を取り上げてみる。例えば福地(1985)ではbe以外の述語をとる there

構文について次のように述べられている。

(幻) Ii何かについての話者の論理的判断を述べる「主題一題述J型の文ではなく、単にある事物をあ

りのままに談話の中に導入する提示的な文であると考えてよい』

この小論は、英語における thereの提示性をドイツ語の esにも認めることを提案するものである。

このような視点からみると、例えば先の (35b)や (36b)の文では、 esの挿入によって情報をまとめ

て提示的に述べるような傾向をもった文になるのではないかと考えることができる。勿論このような

説明はまだ大まかな一般化でしかないし、 es挿入をドイツ語のいわゆるV2制約の単なる帰結に過ぎ

ないと考える立場からはもっとも対極的な見解であろう。しかし esが無意味に挿入されている訳で

はないと考える上では、重要なヒントになるのではないかと思うのである。

いずれにせよ、このように考えて始めて次のような文の esの有無による微妙な意味の違いがある

程度説明できるようになると言えるであろう15)
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(沼 a. Der Fruhling kommt. 

b. Es kommt der Fruhling. 

(39) a. Die Hunde bellen. 

b. Es bellen die Hunde. 

回 a. Jeder Mensch hat seine Schwachen. 

b. Es ha t jederν'lensch seine Schwachen. 

(41) a. Da war mal ein armer Mann. 

b. Es war ein Mann. der hieβFrieder. 

例えば (38a)の直接的な表現に対し、 (38b)では幾分距離を置いた中立的な表現となるようにみえる。

また (39a)には特定の犬がほえていることを述べる場合と、犬がどこかでほえていることを漠然と述

べる場合の二つの意味があるが、 (39b)では後者の方の意味しかなくなると考えられる。さらに (40

b)は (40a)と比べて事柄を中立的に叙述しているという感じが強く、これ自体で一つのテクス卜を

16) 
完結させているという印象も受ける。また物語の冒頭部においては (41a)のように時間や場所の副調

句が文頭に立つこともあるが、まさに登場人物を物語の中に提示的に導入する場面な訳で、 (41 b)の

ように esで始まる方が圧倒的に多いのは言うまでもない。

この節の最後に最近の雑誌からの例をいくつか拾ってみる。いずれもここで触れてきたような提示

的性格を促すのに、即ち新情報としての主語についての陳述をまるごと記事の中に導入するのに、文

頭の esが大きな役割を果たしているように感じられる文である。

(42) Es werden durchweg gangige Melodien angeboten. 

(43) Es durfen keine spitzen Hohen vorkommen und keine zu tiefen Basse. 

(44) Es droht. wie nun oft zu horen ist. der Verlust der musikalischen Ausdrucksfa-

higkeit. (Der Spiegel. Nr.28/1986) 

この esと生起しやすい動詞、及びesが文頭に立ちやすい環境などの詳細な点についてここから先

の解明が極めて重要である事は言ろまでもない。 しかしこれらについては今後の検討課題とせざるを得

ない。また非人称受動において esが文頭に挿入される場合も、ここで述べてきたような提示性と関

連するのではないかと思えるが、これについても今後さらに検討する必要がある。

4. まとめ

本論では存在文を「不定の事柄の有無を述べる文」と考えた場合、以下のような三種類の述べ方があ

。。



り、 (45a)よりも (45b)の方がより無標の表現であると考えられがちであること、さらに (45けの場

合は存在の有無を談話の中に提示的に導入する述べ方になるのではないかということを主に論じてき

た。

(45) a. Eine Vase steht auf dem Tisch. 

b. Auf dem Tisch steht eine Vase. 

c. Es steht eine Vase auf dem Tisch. 

ところで、これまで「提示的」という用語を折りにふれて用いてきたが、 この概念は Brentanoや

Martyが存在文を特性づけるために提案して以来、繰り返し主張されてきたという背景があるので、

ここで最後にまとめて整理しておくことにする。

まず人間の判断を単純判断 (einfacheUrteile)と二重判断 (Doppelurteile)という二つのタイ

プに分けたBrentanoが、 ここでの考え方の出発点、であるといえる。その後を受けて、これら二つの

判断と言語表現との関係についてさらに発展させ広めるのに貢献したのが Martyである。 Marty

(1940 )ではこの二つの判断は措定判断 (thetischeUrteile)と定言判断 (kategorischeUr-

飴lief7Lも言い換えられているが、簡単に言ってくA ist)>ゃくA ist nicht)>のようなものが措

定表現、<:A ist farbig)>ゃく A ist von B verschieden)>のようなものが定言表現と呼ばれ

ている。つまり、あるものの存在などを単純に述べるだけなのか、主語について何らかの陳述をする

のかの違いである。日本でも中島 (1939)で既にこの判断の区分に基づく表現形態の考え方が紹介さ

れているが、近年になってからも Kuroda(1972)で存在文や非人称構文を措定判断に基づく文とす

る考え方が取り上げられている。

その後 Kirkwood (1977)でもこの区別が用いられているが、彼はそれぞれのタイプの文を措定文

(thetic sentenc巴)と叙述文 (predicativesentence)と呼び、 「叙述文は主語 述語、 卜ピ yク

ーコメン卜の構造を持つ。これに対して出来事、過程、状態、状況の中立的叙述である措定文はトピ

ックを持たず、意味レベルでの主語・述語に分析できない」と先の (37)の引用とほぼ同様のことを

述べている。そして措定文においては (46)のような構造、即ち名調句からの外置が許されることを

示している。

(46) a. Uber die neuesten Entwicklungen wurde ein Bericht gegeben. 

b. Es wurde ein Bericht gegeben uber die neuesten Entwicklungen. 

(47) a. * Uber die ne ues ten Entwi c klungen wurde e in Bericht be sprochen. 

b.キEswurde uber die neuesten Entwicklungen ein Bericht besprochen・
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これは福地(1985)でも指摘されている事だが、 (46)は単に「報告が出されたj という出来事がそ

のまま述べられている文であり、文全体として新情報を提示的に述べる文であると言うことができる。

これに対し (47)の文は、 「報告Jの存在を既に前提として、これについて「議論された」という

判断を加える典型的な「主題一題述」型の叙述文である。そのため、このような外置構造は話者の意

識の中で既に前提とされている「報告」の存在と相入れないものであり、許容されなくなるものと思

われる。

さてこの小論でこれまで考察してきた存在文も、 (46 )のような提示的な文と同様の性格、即ちま

だ存在が前提とはされていないものを導入するという特色を持つことは言うまでもない。 1ある事柄

の有無を述べる文」が、存在がまだ話題の中では前提とはされていない物事の存在について述べる文

であることは当然だからである。この点、に本論では別個に扱ってきた (45b)と (45c)の二つのタイ

プの文の共通点を見いだすこともできょう。さらに 1節で指摘した存在表現を通常の状態表現からど

18) 
う区別するのかという問題にも、これが一つの判断の規準となるであろうイまた 3節でみてきた es

の挿入が許容されるかどうかという問題にも、今述べた点が関連してくるはずである。そこで存在文

の考察においては、 (46 )のような提示的な文との関連についても、今後十分に検討していく必要性

が認められる。以上この小論ではドイツ語の存在文を考察する上で生じると思われる問題点、を包括的

に概観してきたつもりだが、個々の点、についてはまだまだ解明すべき余地が多く残されており、それ

らをさらに掘り下げて行くことが今後の課題である。

〈註〉

1) Tschauder (1979 : 36) 

2) この用語は Milsark(1979)の ILoc-Front Jによる。

3) これは Breckenridge(1975)、Haiman(1974)などで用いられている用語である。

4) 三上(1975 : 342)によれば、定名詞句の場合は、 「アル」の意味よりも「位置スルJの意味が

強くなるという。

5) Lyons (1968)では 111存在の be動詞』は英語では場所的または時間的補語を伴わない場合に

はまれであるJ(園康監訳 31978: 435)と言われているが、 ドイツ語でも同様であろう。

6) Wunder li ch (1984)ではこうした動詞は Positionsverbenと呼ばれている。

7) なおここでの「事柄Jとは「事物の存在」や「事態の生起Jなども含めて考える。

8) Milsark (1979: 116ft) Tschauder (1979: 130f) 

9) なお (23)は初めの二つの文には動詞が欠けている特殊な例である。また最後の文は知覚動詞

sehenを用いた一種の存在表現といえる。ちなみに次のような文は、実際ドイツなどではよく耳に
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する表現であろう。

j) Hier sehen Sie das Rathaus. 

存在文と知覚動詞との関係についてはMilsar k (1979 : 90fOなどでも議論されている問題である

が、 ドイツ語では今後の検討課題であるといえる。

10) (28)と (29)は Erdmann(1978: 198)による。英語の there構文はbe動調以外は出現や生起

を合意する動調に限られることはよく知られている。

11)但し、後に触れるこの種の文の提示的性格から、例えば (28b)は日本語では「誰か呼ぶ人がい

るJに近い意味に解釈できるのではないかとも考えられる。

12) (30)と (31)はHaiman(1974 : 170による。但し次のような文は定冠詞付きでも許容されてお

り、定冠調が必ずしも定性を示すとは言えない。

j) Es klingen die Glocken. 

jj) Es be llen die Hunde. 

なおこれらは次の文と同様に、何らかの音の生起と関連するように思われるo

iiD Es klopft jemand. 

13) Putz (21986: 47) 

14) (33)の図は Tomaselli (1986: 1730のものを多少簡略化してある。

15) (38b) (39b) (40b)の文は Haiman(1974)に、 (41)の文は Erben(1979)による。

16) Kemme (1979 : 27)ではこのような文は「テクス卜内の環境を必要としない短いテクストJと

も呼ばれている。

17) この日本語訳は中島 (1939)による。

18) 従って、次のような Locが前置した状態表現で、人名のような固有名詞が主語の場合でも、そ

の存在を話題(物語)の中に初めて導入するような文脈では、一種の存在文と解釈できる可能性を

有しているようにも思われる。

j) Hinter einer Saule steht Walther von Stolzing. 

jj) Auf den Bergeshohen uber dem Rhein schlafen Wotan und seine Gattin 

Fricka. 
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